
 

札幌市における医療的ケア児の推計値 
 

 

 ⑴ 埼玉医科大学総合医療センター田村医師の研究報告を参考にした場合 

・札幌市の人口 195.9 万人（平成 29年１月１日現在）×1.34人/万人（田村医師の研

究報告）≒263人（０～19歳） 

 

 

 ⑵ 医療計画作成支援データブックを参考にした場合 

・月１回算定可能な「在宅療養指導管理料」のレセプト件数 2695 回/年（札幌圏域

の０～14歳の入院及び外来患者の算定数）÷12か月≒224.5人 

  ・224.5人×82.2%（札幌圏域における札幌市の人口構成比※1）≒185人（０～14歳） 

 ※1 札幌圏域＝札幌市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、当別町新篠

津村のうち、札幌市の人口構成比（82.2%）を用い推計した。 

  ⇒15～19歳分を補正するため、１歳刻みの医療的ケア児を算出する。 

  ・185人÷15（０～14歳の年齢分）＝１歳あたり 12.33人 

  ・12.33人×５（15～19歳）≒62人 

   185人＋62人＝247人（０～19歳） 

ただし、生活保護受給中の患者は含まれていない。 

 

 

     

 

 

資料４ 

平成 30年６月 

札幌市保健所医療政策課作成 

⑴ 263人（０～19歳） 

⑵ 247人（０～19歳、生活保護受給中の患者を除く。） 

医療的ケア児の推計値：250～300人※2程度 

※２ 訪問診療を受けた児のみが、⑴⑵の積算数値に含まれているため、日常のケアを

訪問看護に依頼し、外来受診しているようなケースを追加し、300人程度とした。 


